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AIとロボティックスで

世界の農業を解決する

AGRIST株式会社
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企業名

本社/農場

役員

本社：宮崎県児湯郡新富町富田南1丁目53番地1
AGRIST常総農場：茨城県常総市三坂町5396（大規模実証施設：ピーマン、キュウリ、約1ha）
AIロボット農場：鹿児島県肝属郡東串良町川西1953-2（AGRIST FARM：キュウリ、30a）

AGRIST（アグリスト）株式会社

設立 2019年10月24日 資本金 1億円

ピーマンとキュウリの一大生産地の宮崎県。 2017年か

ら地元農家らと勉強会を開催。高齢化に伴った収穫の

担い手不足のため「ロボットが必要」の声から生まれた

課題解決型のスタートアップです。

出資株主 15社

事業内容 AI・ロボティクス事業

農業生産販売・実証事業

営農参入支援事業

設立経緯「ロボットが必要だ」



2017年 2019年 2022年 2023年 2024年

０.農家と勉強会

宮崎県新富町の農家
らと勉強会を開催し、
現場の農家からロ
ボットの必要性を確

認。

1.ロボット開発

ピーマンの自動収穫
機（試作機）を開発し、
地域金融機関やベン
チャーキャピタル等か
ら資金調達を実施。

2.農業生産法人

自動収穫ロボットを活
用した「儲かる農業モ
デル」を確立するた

め、自ら営農を開始。

3.農業パッケージ
全国展開

マクニカ社、宮崎県と
ピーマン収穫ロボによる
持続可能な農業の実現
に向けた連携協定を締

結。

4.農林水産省
SBIRに採択

AI農業を活用したサプ
ライチェーンの構築で補
助事業に採択。茨城県
常総に3haの農場を展

開

ロボットを活用した農業パッケージを販売

官民連携でテクノロジーを活用した農業生産を全国展開。

国内外で約30のアワードを受賞 。

これまでの歩み

5.農林水産省
受託事業に採択

ロボットの葉かき・摘果
の機能追加のための研

究開発を実施。

2026年



AIロボティクス事業



ロボットが巡回し生育データを収集。ハウス内の環境データを掛け合わせし生育の最適化を実施。
現在、全国にて旧型含め 15台をレンタル等含め稼働中。

独自性：「生産性アップ」 ×「AI」

AI・ロボティクス事業

https://docs.google.com/file/d/1R_jK8tdAy2puNJq7yXULQ-rLm2I1y1u0/preview


AI・ロボティクス事業

独自性：画像解析データ収集
　　　　収穫ハンドを変えることでピーマンとキュウリを収穫

収穫ロボットで 生育データを記録 することで精度の高い収量予測、環境制御を目指す

https://docs.google.com/file/d/1brMChmqJgCMYJ6LReJTNa6AlohrifRPJ/preview
https://docs.google.com/file/d/16FF0NTv3B04efPAE-quCTWLfaDU_xbLV/preview


独自性：畝間移動・夜間収穫（現在、開発中）

AI・ロボティクス事業

・畝間に敷かれたレール上を自動で移動し、既存レールの活用 も可。

・自在タイヤで隣の列へ のスムーズに移動。タグ認識で 列毎の作業指示が可能 に。

https://docs.google.com/file/d/1i9YsUzL2jUPic_X4GM-ryhZz3IweHw6I/preview
https://docs.google.com/file/d/1lgye6hgbRHluW1KhzRbwepZYRXQQBitn/preview
https://docs.google.com/file/d/1ABVv4oZhI2MGa-AHdxyNnMEqv3u6ZFjz/preview


ハウス内の環境制御やロボットの稼働は、 PCやスマートフォンから 遠隔で指示可能 。需要予測や出荷量予測をもとに、 AIが最
適な調整を行います。将来的には、栽培アドバイスまで行う 農業特化型AIエージェント を目指しています。

技術優位性とKPI：「生産ノウハウのデータ化」 ×「AI」

AI・ロボティクス事業

https://docs.google.com/file/d/1Ce57VGjORS3Mdnv5E3rgz9gD_P3C8Q6G/preview


収量予測 最適出荷

ドライバー不足問題の解消
需供の調整により、廃棄コストの削

減と環境保護に直接貢献

配車の最適化によって物流の負担
を軽減し、労働力不足を補う

収量を正確に予測し、最適な出荷計画をたてる

生産 販売

物流

物流需要とリソース活用を配送計画に反映

POSデータの需要予測に基づき販売管理を行う

POS需要予測 販売管理需要が高い時期に収量の山を合わせ

「収益最大化」を目指す

物流予測人材不足・勘による運営の解消

ロボットが収集した栽培データや
ハウス環境をAIにより調整し、

栽培管理の最適化を行う

食品ロスと売れ残りの削減

脱炭素（CO2排出量削減） 全行程の効率化を通じて、サプライチェーンの環境負荷を抑制AI農業プラットフォーム



農業生産販売・実証事業

官民連携で農業パッケージ

https://www.maff.go.jp/j/keiei/keieikeisyo.html

儲かる農業の実現を目指す

国やJAとも連携して拡大

鹿児島 

脱炭素農業

宮崎 

公民連携事業

茨城拠点

SBIR事業

埼玉 

企業連携

群馬

岩手

北海道

https://www.maff.go.jp/j/keiei/keieikeisyo.html

